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１． 序論 

 並列アルゴリズムの設計およびその計算量は多くの

場合 PRAM（Parallel Random Access Machine）上で

行われる。しかしこれを実現するのは困難であるため、

PRAM アルゴリズムの実験的な評価を行うためにシミ

ュレータが必要とされる。本研究では PRAM シミュレ

ータの一部である PRAMコンパイラの設計を行う。 

 
２． 研究内容 

 PRAM アルゴリズムの実行をシミュレートする

PRAM シミュレータは以下の４要素から成る。①

PRAM用並列言語②並列アセンブラ③PRAMコンパイ

ラ④PVSM（Parallel Virtual Stack Machine）。 

 本研究では JAVA言語を用いて PRAMコンパイラの

設計を行った。本研究で作成した PRAM コンパイラは

K05言語で書かれたソースプログラムを、スタック上で

の演算機能を備えた仮想計算機（Virtual Stack 

Machine）のアセンブラに翻訳する。 

 本研究ではPRAMに対応させるためにK05言語の命

令セットに並列処理を行うための文 parallel 文を加え

た。parallel文の書式は以下の通りである。 

parallel（式１,式２）文 

parallel 文はプロセッサ番号式１から式２を用いて後

ろに続く文を並列に実行する命令である。また特殊記号

「$p」によりプロセッサ番号を現すことができる。 

また本研究では PVSM に対応させるために VSM ア

センブラの命令セットに「PARA」「SYNC」「PUSHP」

を加えた。各命令の働きは以下の通りである。 

「PARA」逐次状態から並列状態へと移行する。 

「SYNC」プロセッサ間で同期を取り逐次状態に移行

する。 

「PUSHP」プロセッサ番号をスタックに入れる。 

３． 結果 

 以下に本研究で作成したコンパイラの実行例を示す。

図１は拡張した K05 言語のプログラムである。本研究

で作成されたコンパイラにより図１のプログラムは図

２の VSM アセンブラに変換される。VSM アセンブラ

を PVSM で実行することにより図３の実行結果が得ら

れる。これにより図１のプログラムの PRAM 上での実

行時間を測定できる。 

 
図１.PRAM用並列言語  図２.並列アセンブラ 

 

図３.PVSM実行結果 

 
 
４． 結論 

 本研究では、K05 言語を PRAM 用に拡張し、また、

拡張された K05 言語をコンパイルするコンパイラを作

成した。このコンパイラを PRAM シミュレータの一部

として用いることにより PRAM アルゴリズムの実行時

間を測定し、計算量の実験的な評価を行う事ができる。 
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